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 4 月 1 日　 圷洋一教授　着任
 4 月 18 日　 所属学生、大学院生対象の「自宅学習環境調査」実施
 4 月 21 日、28 日　　社会福祉学教室 ZOOM 体験会（初心者向け）
 5 月 7 日　 新 2 年生オリエンテーション、大学院新入生オリエンテーション
 5 月 11 日　 前期授業開始
 5 月 28 日　 第 1 回修士論文指導会
  報告者と演題
  廖怡理「差異の政治」概念の再検討―台湾における障害者運動の考察から」
   張秀賢「日本におけるアドボカシー・ソーシャルワークの限界と可能性の検討－知的
障害者虐待事件を事例として」
  近藤天之「親の抑うつと親子の関係が子どもの精神に及ぼす影響～交互作用の検討～」
   魏睿「シルバー人材センターの現状と課題に関する一考察　―モデル事業から見るシ
ルバー人材センターの機能強化の可能性―」  
  湯承晨「子どもの貧困と食格差 ∼ フードインセキュリティの視点から ∼」  
 6 月 25 日　 博士課程院生報告会
  報告者と演題
  髙井由紀子「DV 加害者プログラムは DV の再発防止に役立つか」
  川原恵子「日本のホームレス施策の特徴（特異性）と女性への対応」（仮）
 7 月 20 日　 博士論文計画書提出
 7 月 30 日　 博士論文中間報告会
  報告者　須田真介
   演題　「東京都の 3 つの旧身体障害者療護施設における施設改革運動の生成に関する
研究」
 7 月 30 日　 社会福祉学分野研究会
  報告者　圷洋一
  演題「福祉国家と徳」
 8 月 14 日　 前期授業終了
 9 月 1 日　 博士論文公開審査会
  報告者　千葉寿夫
   演題「タイとフィリピンにおける障害者運動の発展過程の比較研究～国際障害者福祉
と国際協力実践の視点から」
  指定討論者　森壮也 氏（JETRO アジア経済研究所・主任調査研究員）
 9 月 23 日、24 日　　大学院入学試験
 9 月 28 日　 学位授与式　東京都立大学社会福祉学優秀論文賞授賞式
 9 月 30 日　 安藤藍助教　退職
10 月 1 日　 後期授業開始




   廖怡理「台湾における新障害者運動の考察から「差異の政治」理論の再検討：マイノ
リティの連帯、アイデンティティと反優生思想」
  張秀賢「知的障害者福祉政策の日韓比較－虐待・権利擁護システムを中心に」
   魏睿「シルバー人材センターの現状と課題に関する一考察　―モデル事業から見るシ
ルバー人材センターの機能強化の可能性―」
  湯承晨「子どもの貧困と食格差～フードインセキュリティーの視点から～」
   近藤天之「親の抑うつと親子の関係が子どもの精神に及ぼす影響　～交互作用の検討
～」
11 月 21 日　 分野研究会（社会福祉学教室同窓会記念シンポジウム）
   シンポジウム「新型コロナウィルス危機にソーシャルワーカーはどう対峙したのか～
グローカル・ソーシャルワークの視点から～」
  報告者と演題
   和気純子「新型コロナウィルス危機に世界のソーシャルワークはどう対峙したのか～
緊急事態宣言下における世界 17 か国の対応」　
   坂本陽亮「新型コロナウィルス危機に世界のソーシャルワークはどう対峙したのか～
ＭＳＷの現場から～」
   岸本尚大「パンデミック対応と課題―メゾレベルの実践に携わる社協職員の立場から
―」
  緒方茜「コロナ禍での災害ボランティアセンター運営に関して」
11 月 21 日　 社会福祉学教室オンライン同窓会
11 月 26 日　 大学院研究生入学試験
12 月 10 日　 博士課程院生報告会
  報告者と演題
  梶原豪人「学校からの排除と学校外での包摂」
   引馬知子「障害の視点によるワーク・ライフ・バランス政策の再検討～ＥＵと日本を
事例として」  
12 月 10 日　 博士論文中間報告会
  報告者と演題
   篠崎ひかる「刑事司法システムの対象となった高齢者への包括的支援に関する一考察
－地域生活支援の実態と課題から－」
＜ 2020 年＞
 1 月 12 日　 修士論文提出
 1 月 13 日　 卒業論文提出
 1 月 16 日、17 日　　大学入学共通テスト
 1 月 20 日　 博士論文計画書提出
 1 月 28 日　 分野研究会
  報告者と演題
  杉野昭博「大学の斜陽化と研究者の育成―学究人生 40 年を振り返って 」
 2 月 4 日　 修士論文口頭試問
研究室の活動
102
 2 月 10 日　 卒業論文報告会
 2 月 10 日　 後期授業終了
 2 月 20 日　 博士論文公開審査会
  報告者　間嶋健
   演題「介護老人保健の退所支援におけるソーシャルワークの検討～エビデンスを活用
する実践にむけて～」
 2 月 16 日～ 18 日　　大学院入学試験
 2 月 25 日、26 日　　大学入学第 2 次学力試験・前期日程
 3 月 12 日　 大学入学第 2 次学力試験・後期日程



























































・	圷洋一「序章 3　社会福祉の原理がなぜ問われるのか」、同「第 2 章第 1 節　社会福祉の思想・哲
学」、同「第 2 章第 3 節　社会福祉の論点」、同「第 2 章第 4 節　社会福祉の対象とニーズ」、同「終
章 2　社会福祉はどこまで来たのか」一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『社会
福祉の原理と政策』中央法規出版、2021 年 2 月
・	圷洋一「第 2 部第 1 章第 2 節　福祉の原理への理論的接近」、同「第 2 部第 2 章　福祉政策の基本
的な視点」、同「第 2 部第 7 章　福祉政策の国際比較」、同「第 3 部第 2 章　欧米の社会福祉の歴
史的展開」『社会福祉学習双書』編集委員会編『社会福祉学習双書 2021　社会福祉概論Ⅰ』全国社









私たちの提言』岩波書店、2020 年 8 月
・	杉野昭博「解説」アーヴィング・ケネス・ゾラ（ニキ	リンコ訳）『ミッシング・ピーシズ―アメ
リカ障害学の原点』生活書院、2020 年 10 月
・	長沼洋一・長沼葉月「四年制大学におけるキャンパスソーシャルワーカーの評価に関する探索的
検討」『学校ソーシャルワーク研究』15 巻、2020 年 10 月
・	長沼葉月「オープンダイアローグ」日本ブリーフサイコセラピー学会編『ブリーフセラピー入門
─柔軟で効果的なアプローチに向けて』遠見書房、2020 年 12 月
・	長沼葉月「カンファレンス」「事例分析」社会福祉学習双書編集委員会編『社会福祉学習双書 2021　
第 10 巻ソーシャルワークの理論と方法』全国社会福祉協議会、2021 年 1 月
・	Horie,	Takashi,	Tanaka	Hikaru.	Tanno	Kiyoto,	“Introduction:	Post-Fukusima	Social	Movements	
in	Japan:	An	Overview,”	Horie,	Takashi,	Tanaka,	Hikaru.	Tanno,	Kiyoto,	eds.,	Amorphous Dis-
sent: Post-Fukushima Social Movements in Japan,	Transpacific	Press,	November,	2020.
・	Horie,	Takashi,	Tanaka	Hikaru.	Tanno	Kiyoto.,	 “Amorphous	Dissent － A	Coceptualization,”	 in	





Tanno,	Kiyoto	eds.,	Amorphous Dissent: Post-Fukushima Social Movements in Japan,	Transpacif-
ic	Press,November,	2020.
・	Horie,	Takashi,	“Japanese	Welfare	Politics	after	the	1990s:	Continuities	and	Changes	in	Neo-liber-
al	Era”	『人文学報』517 巻 3 号、2021 年 3 月
・	室田信一「地域共生社会の光と影」『季刊福祉労働』169 号、2020 年 12 月
・	室田信一「コミュニティ・オーガナイジング」日本ソーシャルワーク教育学校連盟編『ソーシャ
ルワークの理論と方法』中央法規、2021 年 2 月
・	室田信一「具体的な展開」日本ソーシャルワーク教育学校連盟編『地域福祉と包括的支援体制』
中央法規、2021 年 2 月
・	室田信一・小山宰訳「コミュニティ・オーガナイジングの原則と実践ガイドライン」『人文学報』




による人権保障』ミネルヴァ書房、2021 年 3 月（編集、「障害のある人の法と裁判事例の動向」執
筆、「社会保障裁判年表」作成）
・	岸本尚大・和気純子「都市部における民生委員のバーンアウトの構造と規定要因―高齢者への訪
問活動に焦点をあてて」『社会福祉学』Vol.61-2,	2020 年 8 月
・	和気純子「第 8 章　ミクロ・メゾ・マクロ・レベルにおけるソーシャルワーク」空閑浩人・白澤正和・
和気純子編『ソーシャルワークの基盤と専門職』ミネルヴァ書房　2021 年 1 月　	
・	和気純子「第 1 章第 1 節　高齢者の定義と特性」（うち、2、3 は粟田主一と共著）日本ソーシャル
ワーク教育学校連盟編『高齢者福祉』中央法規出版　2021 年 2 月　	
・	和気純子「第 7 章第 1 節　高齢者領域におけるソーシャルワーカーの役割」日本ソーシャルワー
ク教育学校連盟編『高齢者福祉』中央法規出版　2021 年 2 月 .	
・	Wake,	J.,	Ohwa,	M.,	Matsuo,	K.,	&	Virag,	V.	Country	Report:	Japan.	Lena	Dominelli	and	others	






子どもたち―	』」『家族社会学研究』第	32	巻第	1	号、2020 年 4 月
・	安藤藍「新潟県・新潟市の社会的養護」野辺陽子編『社会的養護の自治体間格差の実態と要因に
関する調査報告』科学研究費補助金研究報告書、2020 年 11 月
教員の活動
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・	圷洋一「コロナ禍の社会福祉」『NHK 社会福祉セミナー 2021 年 4 ～ 9 月』NHK 出版、2021 年 3
月刊行予定
・	阿部彩「困窮時対応の改善、平時から」経済教室：「再考・セーフティネット」」『日本経済新聞』




エコノミスト』2020 年 8 月
・	阿部彩「母親の就業率の上昇と貧困確率の変化：第 1 回（2011 年）から第 5 回（2018 年）調査を
用いて」『仕事と子どもの育成をめぐる格差問題』労働政策研究報告書、2021 年 3 月
・	阿部彩「書評　神原文子著『子づれシングルの社会学』晃洋書房」『社会学評論』283 号、2020 年
12 月
・	阿部彩「書評ミシェル・クオ著『パトリックと本を読む』」日本経済新聞、2020 年 8 月
・	長沼葉月「COVID-19 感染拡大下における子育てを巡って」『日本精神衛生学会誌 :	こころの健康』
2020 年 12 月
・	長沼葉月「遠隔授業てんやわんやは終わらない」『日本ブリーフサイコセラピー学会ニュースレ
ター』2021 年 1 月
・	長沼葉月「精神疾患のある親と暮らす子どもの世帯を支える制度の整備状況に関する探索的検討」、
2021 年 3 月
・	長沼葉月「総括研究報告書」「精神疾患のある親と共に暮らす子どもの世帯に対する支援の実態」『令
和二年度研究報告書　子ども虐待に関する文献研究―親の精神疾患と子どもの育ち―』、子どもの
虹情報研修センター、2021 年 3 月
・	室田信一「地域共生社会推進検討会報告のポイントと小地域福祉活動の意義」『NORMA』No336、
2020 年 6 月
・	室田信一「孤立を見逃さない、見守り活動の取り組み」『NORMA』No337、2020 年 7 月
・	室田信一「地域の価値意識を象徴する「集いの場」」『NORMA』No338、2020 年 8 月
・	室田信一「資源の循環を生み出す生活支援サービス」『NORMA』No339、2020 年 9 月
・	室田信一「情報共有のための地域の会議体」『NORMA』No340、2020 年 10 月
・	室田信一「地域の自治力を高める財源」『NORMA』No341、2020 年 11 月
・	室田信一「地域づくりに波を生み出す地域福祉推進基礎組織」『NORMA』No342、2020 年 12 月
・	室田信一「意図的な関与を促進する地域福祉計画」『NORMA』No343、2021 年 1 月
・	室田信一「コーディネーターのいる地域」『NORMA』No344、2021 年 2 月
・	室田信一「地域づくりはつづくよいつまでも」『NORMA』No345、2021 年 3 月
・	室田信一「拠点のもつ意味」『地域共生社会の実現に向けた手探りではじめる〈自由な〉拠点のつ




ゆり園殺傷事件を契機として」『人文学報』517 巻 3 号、2021 年 3 月
3．学会発表
・	圷洋一「社会福祉学教育の今日的課題―原理・政策系科目を中心に」、日本社会福祉学会関東部会、
2020 年度研究大会『社会福祉学教育と専門職養成』、オンライン、2021 年 3 月 6 日
・	近藤天之・阿部彩・梶原豪人・小山宰・栗原和樹・瀧澤宏直・湯承晨・張秀賢「日本の高校生のフー
ド・インセキュリティ～貧困との関連に着目して～」社会政策学会第 140 回大会、東京都立大学（オ
ンライン）、2020 年 5 月 24 日
・	Abe,	Aya	&	Kondo,	Takanori		“MIS	in	Japan	2019”	Minimum	Income	Standard	Global		Network	
Virtual	Symposium	2020,	online	symposium，2020 年 7 月 22 日	
・	阿部彩「虐待と貧困の世代間連鎖」公開シンポジウム『児童虐待への文理融合アプローチ―世
帯の貧困、おやこの支援に着目して―』、オンライン、2020 年 9 月 5 日
・	阿部彩「虐待と貧困の世代間連鎖」東北大学「社会にインパクトある研究ランチョン・ミーティ
ング」、東北大学（オンライン）、2020 年 10 月 13 日
・	阿部彩「経済的ストレスと子ども・保護者のウェル・ビーイング」第 36 回日本ストレス学会・学
術総会、北里大学（オンライン）、2020 年 10 月 24 日
・	阿部彩・近藤天之「日本における最低生活費推計：2019MIS 調査から」貧困研究会第 13 回研究大
会、オンライン、2020 年 12 月 6 日
・	Abe,	Aya	 ‘Non-traditional	family	types	and	poverty	in	“Familial	Welfare	States”	of	Asia’	 	2020	
Annual	Meeting	of	the	ISA	RC19	(International	Sociological	Association	Research	Committee	19)	
,	National	Taiwan	University	ONLINE,	2020 年 12 月 3 日
・	Ku,	Inhoe,	Abe,	Aya,	Yeh,	Chung	yang	and	Lee,	Wonjin	‘What	Makes	Old-Age	poverty	in	East	
Asian	Countries	so	High?”	Annual	Meeting	of	the	ISA	RC19	(International	Sociological	Associa-




National	Taiwan	University	ONLINE,	2020 年 12 月 3 日
・	長沼葉月「育児や介護から考える家族支援の未来」日本家族療法学会第 37 回大会大会企画シンポ
ジウム『家族看護・家族支援の未来―ウィズ・コロナ時代にその家族らしい健康な生活とは―』、
オンライン、2020 年 9 月 4 日
・	長沼葉月・北野陽子・細尾ちあき・田野中恭子・上野里絵「精神疾患のある親とその子ども―親
子への支援と『絵本』の活用」日本家族療法学会第 37 回大会自主シンポジウム、オンライン、
2020 年 9 月 5 日
・	小山宰・室田信一「地域活動を支える住民の価値意識―東京都 A 市における参加型アクション
リサーチを踏まえた住民の主体性の探索」日本社会福祉学会第 68 回秋季大会、オンライン、2020










ンライン、2021 年 3 月 28 日
4．その他
・	圷洋一「現代社会と福祉」日本ソーシャルワーク教育学校連盟・2020 年度社会福祉士国家試験対
策 web 講座担当、配信日 2020 年 10 月 15 日
・	阿部彩「子どもの貧困」第 93 回東京大学五月祭特別企画「東大で考える子どもの貧困と社会貢献
～私たちにできること：「食」と「教育」からのアプローチ」、2020 年 9 月 20 日
・	阿部彩「子どもの貧困の現状」エル・システマジャパン、2020 年 10 月 16 日
・	Abe,	Aya	“Poverty	and	Inequality	in	Japan,”	Japan	ICU	Foundation	“japan	and	the	Sustainable	
Development	Goals”2020 年 11 月 11 日
・	阿部彩「子どもの貧困」平和と民主主義をともにつくる会・東京講演、2020 年 11 月 14 日
・	阿部彩「子どもの貧困　コロナの前と後」浜松市社会福祉協議会、2020 年 11 月 20 日
・	阿部彩「子どもの貧困：現状からみる課題」生協総合研究所公開研究会「感染予防体制下での子
どもの貧困」公開研究会、2021 年 2 月 12 日	
・	阿部彩（2021）「子どもの貧困と食支援」『CO デザインシンポジウム地域ではぐくむ子どもと未来』
大阪大学 CO デザインセンター、2021 年 2 月 23 日
・	杉野昭博・金坂律・井出今日我・森下尚子「パネルディスカッション：コロナ禍での障がいと共生」
長野県生涯学習推進センター、2020 年 8 月 29 日
・	杉野昭博「共生社会の実現」長野県南箕輪村、2020 年 11 月 21 日
・	長沼葉月「子ども家族を支えるチームワークのために」磯子区要保護児童対策地域協議会実務者
会議岡村中学校区地区別関係機関会議、滝頭地域ケアプラザ、2020 年 9 月 7 日
・	長沼葉月「子ども家族を支えるチームワークのために」磯子区要保護児童対策地域協議会実務者
会議浜中学校区地区別関係機関会議、新杉田地域ケアプラザ、2020 年 9 月 9 日
・	長沼葉月「子ども／ソーシャルワーカーの立場より」親＆子どものサポートを考える会主催第 8
回全国版子どもの集い・交流会　シンポジウム『学校教育における子ども支援』、オンライン、
2020 年 11 月 7 日
・	長沼葉月「解決志向アプローチを中心に」山梨県精神保健福祉センター令和 2 年度ひきこもり地




オンライン、2021 年 1 月 18 日
・	長沼葉月「解決志向アプローチを応用する」日本ブリーフサイコセラピー学会主催ブリーフサイ
コセラピーセミナー、オンライン、2021 年 1 月 24 日
・	長沼葉月「チーム力を高めるケースカンファレンス」横浜市青少年センター主催若者相談支援ス
キルアップ研修、横浜市青少年センター多目的ホール、2021 年 1 月 26 日
・	長沼葉月「支援困難事例に向き合うカンファレンス実践講座」南アルプス市主催令和 2 年度南ア
ルプス市福祉総合相談体制研修会、オンライン、2021 年 2 月 19 日
・	長沼葉月「面接に活かすオープンダイアローグ」横浜市青少年センター主催職員技術研修、2021
年 2 月 22 日
・	長沼葉月「精神疾患を抱えた親のいる家庭での育ち」子どもの虹情報研修センター主催、テーマ
別研修「親の精神疾患と子どもの育ち」、オンライン、2021 年 3 月 17 日
・	長沼葉月「事例検討から学ぶ会」慈愛寮、2021 年 3 月 17 日
・	長沼葉月「福祉職の連携について語り合う～はなし、はなしに耳を傾ける」調布市福祉人材育成
センター主催研修、2021 年 3 月 19 日
・	室田信一「コミュニティ・オーガナイジングの進め方」同志社社会福祉学会実践研究プロジェクト、
オンライン、2020 年 11 月 17 日
・	室田信一「地域共生社会の実現に向けた支援体制づくりとコロナ禍に求められる生活支援コーディ
ネーターの役割」全国社会福祉協議会生活支援コーディネーター研究協議会、オンライン、2020
年 12 月 8 日
・	室田信一「コメント」厚生労働省社会・援護局地域福祉課「令和 2 年度地域共生シンポジウム」、
オンライン、2021 年 2 月 23 日
・	室田信一「コロナ禍の地域活動」調布市社会福祉協議会「地域福祉フォーラム」、オンライン、
2021 年 2 月 24 日
・	室田信一「豊かなローカル生活とは」調布市高齢者支援室「調布 de ステイローカル」、オンライン、
2021 年 3 月 2 日
・	室田信一「社会福祉士養成校の実習担当教員の立場から」武蔵野大学社会福祉学科シンポジウム
企画「ソーシャルワーク実習においてメゾ・マクロレベルでの実習をどのようにプログラムする
か」、オンライン、2021 年 3 月 5 日
・	室田信一「地域づくりのいろはを学ぶ～ともに生きる共生社会～」八王子市社会福祉協議会「超
高齢社会に生きるボランティア講座」、オンライン、2021 年 3 月 8 日
・	和気純子「総括コメント」『いま、改めて問う。「地域共生社会」とソーシャルワーク』全国社会
福祉教育セミナー 2020.2020 年 11 月 13 日オンラインセミナー	
・	和気純子「新型コロナウィルス危機に世界のソーシャルワークはどう対峙したのか～緊急事態宣
言下における世界 17 か国の対応～」東京都立大学・首都大学東京同窓会セミナー、2020 年 11 月
21 日オンラインセミナー	
・	和気純子「第 2 部パネルディスカッション～個別事例からみえてくるもの～」令和 2 年中野区ア
ウトリーチ活動事例発表会コメンテーター　2020 年 12 月 21 日　なかの ZERO 小ホール　
教員の活動
112
令和 3 年 3 月発行
　　　　　　「人文学報」　　　　第 517−3 号
非売品
東京都八王子市南大沢１丁目１番地
編集・発行者　東京都立大学
　　　　　　　人文社会学部／人文科学研究科
　　　　　　　人文学報編集委員会
代表者　　　　西郡　仁朗
株式会社　相模プリント
神奈川県相模原市緑区東橋本 1-14-17
